
地

球

第
十

丁
増

し
て
陳
列
さ
れ
て
ゐ
る
｡
こ
れ
は
焼
物
の
仲
買
を
し
て

居
ら
れ
た
上
野
瀧
減
氏
(
下
田
上
村
路
津
)
が
､
大
津
市

の
或
る
古
物
商
の
軒
下
に
出
て
ゐ
化
の
を
買
取
ら
れ
て

家
に
朗
減
さ
れ
て
居
た
の
を
京
都
の
商
人
に
貿
卸
さ
れ

た
.
こ
れ
が
限
銭
で
あ
っ
た
こ
ど
な
知
っ
た
上
野
氏
の

苗
び
は
叉
格
別
で
あ
っ
た
が
其
の
革
は

一
生
忘
れ
程
ぬ

･;I･B
r<
班

三
川
四

二

六

も
の
ゝ
如
-
生
前
物
語
ら
れ
た
｡
こ
の
院
政
の
出
所
を

知
る
に
も
古
物
商
は
不
明
,fJ
な
っ
た

～
め
に
永
久
に
判

明
せ
ず
､
甲
上
か
ら
出
た
も
の
･J･J
L
で
霜
都
の
商
人
に

も
の
で
あ
る
0

近

畿

地

質

顛

床

の

和

泉

囲

摘

出

火

山

南
海
電
車

貝

塚
輝

か

ら

東

南

六

軒
に
し
て
垂
向
い
水

間

の
観
音
寺

が
か
る

｡

こ
～
か
ら
兼
方

二
粁
の
地
鮎

に

銅
山
の
小

火
山
が
あ
る
｡
和
泉
山
脈
の
北
経
を
な
す
片

麻
岩
質
花
園
岩
の
山
地
だ
砂
磯
'
粘
土
厨
よ
-
な
る
丘

陵
地
ど
の
逮
-
か
わ
-
の
部
に
付
す
る
小
さ
な
ド
ー
ム

で
あ
る
｡
瓦
常
介

一
地
形
岸
和
田
で
見
れ
ば
小
さ
い
な

が
ら
刷
-
櫨
-
上
っ
た
等
高
線
で
直
ち
に
尖
れ
ビ
気
付

断

片

春

本

矯

犬

上

精

嚢

次

郎

-
｡

標
高

一
八
三
光
p
附
近
の
平
地
か
ら
は
僅
か
に
五

六
十
米
の
高
さ
を
有
す
る
'i
過
ぎ
な
い
｡
底
直
種
約
四

〇
〇
米
｡
頂
上
は
火
口
が

な-
p
極
め
て
平
坦
で
あ
る

東
田
は
蜜
柑
畑
に
被
は
れ
頂
上
附
鑑
に
は
総
称
が
あ
っ

て
火
山
岩
の
明
瞭
な
露
出
は
殆
BRjJ
見
ら
れ
な
い
が
山
の

外
形
,fJ
散
乱
す
る
岩
井
Aij
に
よ
っ
て
熔
岩
の
分
布
は
略

察
せ
ら
れ
る
｡

岩
石
は
近
畿
各
地
に
見
る
小
火
山
の
そ
れ
ビ
同
様
に



讃
岐
岩
桟
の
岩
石
で
あ
る
が
古
銅
石
の
外
に
大
量
の
輝

石
を
有
し
楯
憤
石
の
斑
晶
哲
も
布
す
る
｡
肉
眼
的
に
は

衣
黒
色
p
殆
ぎ
斑
晶
を
温
め
な
い
撤
密
の
岩
石
で
琳
津

甲
山
'

大
和
侶

葉
山
､
生
駒
出
等
ドニ
産
す
る
も
の
ど
蚤

-

外

観
を

等

し

ふ

す

る
｡

柿

に

一

粒
内
外

の

塞
隙

に
.玉

髄
を
充
せ
る
も
の
が
あ
る
｡
揖
微
増
下
に
於
で
斑
晶
.,,

し
て
輝
石
､古
銅
石
､
桶
磯
石
生
刊
す
る
｡
長
石

の斑
晶

は
多
-
の
部
分
に
於
て
盆
-
之
を
他
-
.
輝
石

は澱
も

多
党
に
春
す
る
斑
晶
で
あ
っ
て
種
多
-
は

一
-
二
粍
古

朝
市
は
長
さ

l
縄
以
下
の
針
状
結
晶
優
々
交
叉
晶
双
を

な
す
｡
桶
槽
石
は
和
大
形
種
二
粍
位
の
も
の
多
-
比
較

的
白
形
を
有
す
る
｡
石
基
は
微
細
の
斜
長
石
拍
子
木
状

結
晶
だ
輝
石
の
微
粒
だ
よ
-
堤
-
洗
状
構
造
を
量
す
る

ゼ
ノ
リ
ス
ビ
し
て
斑
晶
状
の
長
石
ビ
石
基
を
有
す
る
｡

長
石
は
荏

一
鵜
棟
の
不
規
則
形
状
､
双
晶
を
な
さ
ず
蜂

の
燕
構
鎧
を
有
す
る
｡
石
基
は
不
規
則
形
p
多
少
丸
味

を
尊
び
p
結
晶
の
周
囲
に
非
鮎
晶
質
快
褐
色
の
帯
あ
ゎ

こ
の
中
に
輝
石
の
杵
状
徴
晶
が
散
鮎
せ
る
も
の
が
あ
る

石
基
の
ゼ

ノ
リ
ス
は
殆
'.V
融
蝕
L
去
ら
れ
て
輝
石
の
針

状
粘
晶
の
張
合
膿
に
鼻
-
そ
の
隙
間
を
淡
褐
色
非
結
晶

近
甑
地
斑
紙
舛
S
r断
片

質
物
肇
に
て
充
せ
る
も
の
も
あ
る
｡

銅
山
は

一
児
火
山
岩
の
み
ょ
り
な
る
滑
ら
か
な
ド
ー

ム
の
櫨
に
革

孔
る
け
れ
'rw
も
火
山
岩
よ
り
な
る
部
分
は

頂
上
よ
-
北
平
の
み
に
し
て
､
頂
上
部
に
は
砂
塵
暦
の

風
化
し
て
出
来
た
i=
珪
圏
岩
石
た
る
角
岩
､
祉
岩
､
砂

S

節間

問W紺傾 州 出 火出納
轟
五

岩
.
釈
砂
岩
等
の
桃
が
移

し
-
散
乱
し
て
を
-
'
苗

側

､
兼

園

側

の

下部
は

､

N
60
0五
枚
の
走
向

を
有
す

る
明
か
ら
L･4
井
班
を
有
す

る
片
麻
岩
質
花
梅
岩
よ
-

な
る
北
側
下
底
部
附
近
ー

は

走

向

N

･
S

又

は

N

5
o

E

傾
斜

5
cW
の

禍
色
砂
異

質
岩
層
が
露
ほ
れ
て
ゐ
る

上
聞
の
様
な
構
造
を
し
て

ゐ
る
も
の
ビ
恩
は
れ
る
.

近
畿
の
地
方
に
甲
山
､

鐘
駒
山
､
信
教
山
'
耳
成

山
､獄
山
､
鍋

山

な

ど

何

れ

二
七



地

球

節
十

1
笹

も
相
似
た
岩
石
か
ら
な
る
小
さ
な
姉
妹
火
山
の
あ
る
都

は
面
白
い
事
饗
で
あ
る
｡
些
細
に
地
形
図
の
等
高
線
を

眺
め
て
ゐ
る
だ
ま
だ
兼
ら
で
も
磯
風
さ
れ
る
か
も
知
れ

な
い
｡
盛
れ
等
の
多
-
が

一
様
に
花
柄
岩
質
の
岩
石
を

貫
い
て
そ
の
上
に
乗
-
屡
々
噴
出
に
際
し
て
下
底
の
花

間
岩
よ
-
捕
独
せ
-
ビ
皿
は
る
～
石
基
や
長
石
の
ゼ
ノ

リ
ス
を
有
す
る
鮎
も
又
面
白
い
革
質
で
あ
る
｡
(
春
本
)

河

内

岡
森

山

火

山

丘

河
内
囲
南
河
内
郡
長
野
町
の
東
北
約
二
粁
牛
､
来
様

相
ビ
彼
方
柑
ど
の
境
界
を
な
せ
る

l
火
山
あ
･n
p
之
を

森
山
ビ
い
ふ
O
高
さ
二
八
〇
米
.
北
方
常
氾
林
町
'
又

は
二
上
山
鷲
春
日
村
の
酉
方
術
道
よ
り
之
を
望
め
ば
頂

上
の
平
坦
L･4
美
し
い
敢
頭
囲
錐
丘
に
見
え
る
｡
間
は
両

方
郵
郡
村
か
ら
兼
に
撤
山
火
山
を
見
た
貌
で
あ
る
.

綾
川
の
囲
宙
は
片
麻
岩
よ
-
な
る
金
胎
寺
川

(
二
九

六
光
を
最
高
ビ
す
る
丘
陵
性
山
脈
に
建
ち
'
こ
の
山
脈

が
低
夷
し
て
平
地
に
終
ら
ん
だ
す
る
鷹
に
撤
出
が
存
在

す
る
｡
羅
山
の
基
盤
は
片
麻
岩
を
不
整
合
に
被
授
す
る

粘
土
栗
岩
石
で
基
節
.
融
泉
部
落
の
小
撃
按
側
か
ら
は

__一一.-_.一一~■■ヽ･一一.′■=ヽ
I〆m_-I--_一一J一つ地■■ -1-LJ-I-I--1～亡･-I.一一-J/

霞

洪和讃I引姓氏al故山 ｡む盟リよ-ju.四も.山火山放

｡るあでX.'･収)HI地 山の端右てつ向Ig拭眺

二
八

不
完
全
な
る
植
物
化
石
が

出
る
｡
地
層
の
走
向
は
火

山
の
兼
方
で
は
南
北
叉
は

北

一
C
鹿
西
､
傾
斜
は
酉

又
は
酉
寓
に
二
十
度
位
で

め
-
p
火
山
の
西
方
で
は

北
五
五
度
-
六
五
度
兼
'

豪
商
に
向
つ
て

一
二
度
の

傾
斜
を
測
定
し
た
.
火
山

は
こ
の
地
暦
を
貫
け
る
A
;

の
で
､
著
し
'
こ
の
地
層

を
磯
期
洪
積
層
だ
せ
ば
火

山
は
そ
れ
よ
-
新
し
き
噴

出
に
か
～
る
筈
で
あ
る
｡

火
山
は
二
上
山
最
後
の

熔
岩
讃
岐
岩
だ
同
様
の
岩
石
で
灰
白
色
に
風
化
す
る
が

閣
茂
の
潮
の
営
洞
附
近
の
石
川
河
床
に
は
巾

一
〇
米
も

あ
ら
う
ど
恩
は
れ
る
韻
色
細
粒
の
群
岐
岩
脈
が
あ
ら
は

れ
で
亀
甲
状
の
節
班
を
示
し
で
ゐ
る
C)
岩
脈
の
亀
裂
か

ら
湧
出
す
る
塵
独
鈷
冷
泉
は
現
今
翻
宮
脱
炭
.fJ
柿
し
て



之
を
中
心
に
旅
合
料
亭
が
河
の
両
岸
に
出
凍
て
､
大
阪

市
郊
外
の

一
仙

境

だ
化
し
っ
ゝ
あ
る
｡

羅
山
火
山
は
二
上
火
山
の
西
南

11
0
肝
に
あ
b
｡
こ

の
両
火
山
に
讃
岐
岩
熔
岩
の
存
在
す
る
こ
.,-J
は
性
悪
す

べ
-
両
火
山
を
連
ね
る
閣
商
･-
東
北
線
､
又
は
其
の
延

長
線
に
近
-
長
野
炭
酸
銭
鋸
泉
へ
潮
宮
腰
祖
鍛
錬
泉
､

春
日
別
辞
貿
鋭
泉
の
湧
出
が
あ
-
､
両
肘
相
葉
峯
､
機

長
村
春
日
等
に
は
地
ヒ
p
地
塵
等
の
燦
々
な
る
鷹
あ
･D

こ
れ
等
よ
ゎ
考
ふ
れ
ぽ
こ
の
附
鑑
に
は
こ
の
方
向
に

〟

地
質
構
造
線
の
存
在
す
る
な
き
や
む
凪
は
し
む
(
上
治
)

大
和
国
学
陀
地
藷
の
黒
雲
母
花
苗
岩
と

角
閃
片
麻
岩

宇
陀
郡
宇
袈
志
村
p
宇
太
村
四
鑑
に
は
角
閃
石
の
柱

状
小
結
晶
に
富
み

一
見
石
基
閑
練
岩
よ
り
鼻
化
せ
り
ビ

考

へ
ら
る
べ
き
細
粒
､
剥
相
性
の
明
瞭
な
る
角
閃
片
麻

岩
が
あ
る
｡
こ
の
種
の
片
麻
岩
は
宇
賀
志
村
を
西
北
に

流
れ
る
芳
野
川
河
床
に
も
置
出
し
て
ゐ
る
が
p
こ
の
片

肺
石
を
貫
い
て
南
北
又
は
北
二
〇
鹿
西
の
方
向
を
だ
っ

て
幅
約

一
米
許
の
花
園
岩
脈
が
あ
る
P
岩
贋
根
粒
.
鼻

妃
能
地
封
紙
蹄
の
阿
井

雲
母
を
含

み
､
笠
置
山
附
鑑
の
花
閲
岩
に
療
似
す
る
が

刻
班
性
は
全
然
L･i
い
｡
こ
の
岩
脈
に
近
-
角
閃
片
麻
岩

中
に
幅
約
六
分
の

1
米
計
の
ペ
グ

マ
タ
イ
ト
岩
脈
も
あ

る
○史

に
四
近
を
巡
検
す
る
.fJ
細
粒
角
閑
片
麻
岩
は
旗
-

分
布
L
I
粗
粒
の
黒
雲
母
花
園
岩
も
亦
多
し
｡
か
-
の

如
-
p
同

-I
地
域
に
於
で
構
造
を
典
に
す
る
こ
の
丙
種

の
岩
石
を
以
て
同

t
時
代
の
岩
石
ビ
兇
倣
す
こ
.1J
は
多

少
の
鈍
班
を
伴
ふ
が
如
-
p
或
は
角
閑
片
麻
岩
は
古
-

騒
雲
母
准
尉
岩
は
新
し
-
.
両
者
は
時
代
的
に
も
相
皆

の
差
異
が
あ
る
の
で
は
な
か
ら
-
か
｡
兎
に
角
'
大
和

地
方
の
片
麻
岩
地
帯
は
荷
綿
密
に
調
査
す
る
必
要
が
あ

る
ら
し
-
野
外
で
感
じ
た
｡
(上
治
)

永
和
同
大
濯
水
銀
銀
山

大
和
閲
の
辰
砂
鋭
床
に
つ
き
て
は
､
曾
て
故
比
企
博

士
に
よ
り
で
報
告
さ
れ
た
こ
だ
が
あ
る
｡
常
時
は
有
望

な
る
糠
床
は
知
れ
て
居
な
か
っ
た
が
､
景
山
基
の
熱
心

L･i
る
探
盤
の
結
果
.
宇
陀
郡
宇
大
村
古
市
場
の
北
方
六

町
.
大
鰐
附
鑑
にこ
於
て
摘
幅
の
犀
き
部
は
六
尺
に
及
ぶ

三
川
七

二
九



地

球

節
十

丁
笹

東
床
の
存
在
せ
る
を
確
め
た
る
由
に
･て
､
本
年
五
月
頃

よ
り
製
蝕
を
も
開
始
す

べ
き
計
賓
を
以
て
､
日
下
各
般

の
二
部
を
急

い
で
屠
る
｡

横
井
曙
か
ら

自
動
車
に
て
約

一
時
間
碑
に
し
て
鮎
川

事
務
所
側
に
着
-
｡
露
勤
は
こ
の
附
妃
か
ら
西
北
ビ
東

南
.,･J
に
鮎
々
散
布
し
自
分
が
路
奪
し
た
も
の
の
み
で
も

ほ
ゞ

ti
裾
線
止
に
七
ヶ
所
あ
っ
た
.
東
南
方
は
鞘
々
方

向
を
商
に
晒
や
る
ら
し
-
､
宇
袈
志
村
役
場
近
-
か
ら

ハウ
ノ

芳

野

川
支
流
に
溢
ひ
駒
蹄
の
露
頭
に
通
る
｡
こ
の
組
延

長
約
二
十
町
､
大
坪
附
近
の
み
で
七
町
あ
る
｡
大
坪
露

頭
附
近
は
目
下
四
十
間
許
の
撲
僻
的
銑
粗
を
穿
ち
つ
ゝ

め
-
p
屡
々
'
原
始
的
な
所
謂
『
狼
堀
』
の
曹
洗
追
及
遺

物
を
聴
兄
す
る
.,J
い
ふ
｡
+;
-
稼
行
し

たも
の
ら
し
い

露
頭
は
角
閃
片
麻
岩
を
賞
-
珪
肇
岩
脈
中
に
小
脈

を怨
移

し
て
存
在
す
る
｡
本
年
三
月
中
旬
掩
盤
の
頃
は
主

裟
坑

節
試

班

三
党

三
〇

道
に
は
水
あ
-
て
入
る
を
科
す
'
従
っ
て
放
尿
の
要
部

を
見
る
を
得
ざ
-
L
は
退
城
で
あ
る
が
.
採
掘
さ
れ
た

る
鉱
石
は
何

れ
も
約

一
C
弊
以
上
の
品
位
で
p
騎
脈
の

走
向
北
六
十
度
西
､
傾
斜
閥
南
に
四
十
度
内
外
'
苦
し

蝕
胤北
憩
富
な
る
こ
ビ
確
聾
だ
な
ら
ば
注
目
す

べ
き
水
銀

錬
山
ビ
な
る
で
あ
ら
-
｡
水
銀
錬
成
は
録
棺
の
毅
化
多

き
こ
.iJ
屡
々
あ
る
を
以
て
､
十
分
投
射
さ
れ
た
い
も
の

で
あ
る
○

大
和
各
地
の
辰
砂
免
の
逃
鋸
岩
を
故
比
企

酵
士
は
安

山
岩
だ
推
断
さ
れ
た
｡
然
る
に
宇
陀
､
宇
賀

志
地
方
に

て
踏
査
し
た
拾
数
箇
所
の
露
頭
の
ペ
グ

マ
タ
イ
ト
､
並

に
宇
賀
志
村
役
場
の
北
方
芳
野
川
床
に
露
出
す
る
ペ
グ

マ
タ
イ
ト
岩
脈
､
花
梅
岩
貿
岩
脈
の
方
向
及
各
露
珂
ど

の
関
係
等
よ
り
推
諭
せ
ば
運
錬
岩
を
こ
の
雅
の
岩
石
に

持
っ
て
釆
た
い
既
な
束
が
す
る
.
(
上
治
)


